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研究成果概要

2017 年 9 月に、昨年度アメリカ・ユタ州の テレスコープアレイ (TA) サイトに設置した 1 基目

の新型大気蛍光望遠鏡の隣りに 2 基目の望遠鏡を設置し、同時観測を開始した (図 1) 。２基の

望遠鏡は、建屋の開閉、DAQ の制御などすべてを遠隔操作できるようになった。 2017 年度は、

日本からの遠隔操作を実現しており、さらにフェイルセーフな運用を目指して改善を図っている。

図 1 の右側の建屋には全天の雲量をリアルタイムでチェックできるカメラを設置しており、これによっ

て、日本からの天候判断が容易になった。

図 2 に、 2 基の新型大気蛍光望遠鏡によって観測された極高エネルギー宇宙線事象を示す。新型

大気蛍光望遠鏡は、TA の大気蛍光望遠鏡から外部トリガーを得てデータ収集を行っており、また同

方向に視野を持つため、同じ空気シャワー事象を同時観測することが可能である。現在、両望遠鏡の

信号の比較による新型大気蛍光望遠鏡の性能の検証を進めている。
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図 1: テレスコープアレイ観測サイトに設置
した、 2 基の新型大気蛍光望遠鏡

図 2: 2 基の新型大気蛍光望遠鏡で観測された
信号を上図、 TA 望遠鏡での観測イメージと、対
応する新型望遠鏡の視野を下図に示す
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